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私達の郷土本山町は早くより嶺北地域の中心地として栄え，有形無形の貴重な文化

遺産や偉大なる先人の輩出で今日において教育と文化の町を誇りとしている。

その歴史を綴るかのように，松ノ木遺跡（縄文後期大規模集落群）の発掘等に続く

永田遺跡は畿内文化との深い繋がりが実証され，正に四国の交流の拠点的な位置であ

ったことを裏付けた。この地は，嶺北高校敷地造成工事中にも大量の土器が発掘され

たところで，農耕，漁業にも適したこともあって発掘は注目がされていた。

国道439号線と一級河川吉野川に挟まる交通の要衝で利便，商業性を兼ね備え，嶺

北高校校門新設工事，四国銀行本山支店移転工事が相次ぎ，緊急発掘となったもので

ある。

調査は，四国銀行本山支店移転地1，000nfで実施され，竪穴式住居二棟，貯蔵穴，

弥生後期の土墳墓一基のほか大阪，徳島で製作した土器が大量にみつかり，この地が

畿内と本県太平洋沿岸地域とをつなぐ拠点であったと思われる。

四国銀行の全面的協力と施行業者の理解，高知県教育委員会文化振興課の支援，出

原恵三係長をはじめ埋蔵文化財に感心をもつ町内外の有志の御協力によって大きな成

果をあげることができました。

特に最終段階をむかえての直径1．2m，深さ60cmの貯蔵穴から完全な形での土器約

20点がみつかったことは理想的な発掘体系と関係者の協力の賜だと感謝の気持ちでい

っぱいであります。

この調査に御協力いただきました皆様に深く感謝申し上げますと共に，今後この報

告書が考古学上貴重な参考資料として活用され，埋蔵文化財に対する人々の認識が深

まるよう念じます。

平成7年3月7日

本山町教育委員会

教育長　和　田　聖　寛



例 仁コ

1　本書は，本山町教育委員会が平成6年度に実施した四国銀行本山支店の店舗移転に伴う永田遺

跡の緊急発掘調査報告書である。

2　永田遺跡は，高知県長岡郡本山町本山字永田に所在する。

3　発掘調査は，試掘調査を平成6年6月10日に行い，本調査を6月14日から6月24日まで実施し

た。試掘調査は900I正を対象として行い，本調査は400m2について行った。

4　調査体制は以下の通りである。

（1）調査員

出原恵三（高知県文化財団埋蔵文化財センター　調査第3係長）

佐竹　寛（　　　　同　　　　　　　　　　主任調査員）

藤方正治（　　　　同　　　　　　　　　　調査員）

（2）事務担当

右城　誠（本山町教育委員会　　主事）

5　本書の編集は，出原が行い，執筆については下記のように分担した。

第1章　調査に至る経過　（出原）

第2章　遺跡周辺の歴史的環境　（佐竹）

第3章　調査の成果

1調査の方法と基本層序　（出原）

2　弥生・古墳時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居　　（藤方）

（2）土　　坑　　（佐竹）

3　中世以降の遺構と遺物　　（佐竹）

4　包含層出土の遣物　　（出原）

第4章　考　　察　　　（出原）

観察表　　（佐竹）

6　遺物整理・図面作成等の作業においては，埋蔵文化財センターの下記の方々の協力を得ること

ができた。記して感謝の意を表したい。

大原嘉子　　岡村真由紀　　山中美代子

7　現場での発掘作業は，地元本山町の方々の献身的な協力を得ることができた。記して感謝の意

を表したい。

8　最後に，この発掘調査を遂行できたのは，四国銀行の埋蔵文化財に対する理解と協力，わけて

も本山支店長山本亮氏のきめ細かなご配慮の数々があったこと，並びに工事責任者関西土木株

式会社が調査に際して種々便宜を図って下さったことに負うところが大きかったことを銘記し，

感謝の意を表したい。
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第I章　調査に至る経過

平成6年6月1日，本山町教育委員会より高知県教育委員会文化振興課に四国銀行本山支店の移

転計画が具体化しつつあるとの連絡が入った。移転地である本山町本山字永田749，75ト1は周知の

遺跡とはなっていないが，移転地に北接して嶺北高校校庭遺跡が所在している。当遺跡は，昭和30

年代に発見された弥生時代中期から古墳時代にかけての集落址であり，発見以来今日に至るまで同

校校庭内のみを遺跡の範囲として登録してきたところである。しかし地形的な状況から見て，当遺

跡は周辺に広がっていることが十分に考えられることから，文化財保護部局としては，少なくとも

確認のための試掘調査が必要であるとの判断に立ち，本山町教育委員会及び高知県教育委員会は，

四国銀行との協議に入った。四国銀行移転地が周知の遺跡として登録していなかったこと，工期の

関係などから立会調査の実施を主張されたが調査の方法については，試掘調査の結果を待ち，その

判断は文化財保護部局に一任してくれるようお願いし，一応の了承を得ることができた。

これを受けて本山町教育委員会は，県教育委員会の協力を得て6月10日に試掘調査を実施した。

その結果，移転計画地900nfのうち北側部分の約400m2余りについては，弥生時代から中世にかけて

の遣物包含層が残っていることが明らかになり，ピット状の遺構も数個検出した。南側部分につい

ては，旧地形が下降していることもあって遺構等の存在はないものと判断した。したがって，本山

町教育委員会と県教育委員会は，移転予定地内の遺物包含層及び遺構の存在が確認された北側部分

の約400m2については記録保存のための本格的な発掘調査が必要であるとの判断に立ち，その旨四

国銀行に通知すると共に協議に入った。その結果四国銀行からは，埋蔵文化財の重要性に鑑み記録

保存のための緊急発掘調査については，全面的な協力体制で臨むとの回答をえることができた。

本調査は，遺跡に支障のない南側の工事と併行して6月14日から開始する運びとなり，調査の実

施については高知県文化財団埋蔵文化財センターが担当することとなった。

調査終了後の永田遺跡（四国銀行本山支店）



第Ⅱ章　遺跡周辺の歴史的環境

永田遺跡のある長岡郡本山町は，四国のほぼ中央部，高知県の最北部に位置し，近隣の5ケ町村

と共に嶺北地方と呼ばれており，最も遺跡の集中するところである。町のほとんどは山林で占めら

れているが，町を南北に2分して蛇行する吉野川流域にあって唯一肥沃な河岸段丘を形成し，人々

に生活と生産の場を提供している。この吉野川は四国最大の河川であり，下流域において徳島平野

を潤している。近世以降は，四国山地で伐採した「御用材木」の搬出路として利用されたことから

も窺えるように東からの文物流入の動脈としての機能を果たしてきている。また本山町は，瀬戸内

と太平洋側を結ぶ中継地点でもあり，東西・南北からの情報のクロスする地点でもある。このよう

な地理的環境が本山町の歴史と文化の形成に重要な役割を果たしている。

本山町の歴史は長徳寺遺跡の調査によって，縄文時代早期にまで遡ることが確認されており，以
（1）

後縄文時代を通して連綿と人々の生活のあとをたどることができる。当地城は，県下において西部

の四万十川流域とともに，縄文時代遺跡の最も集中しているところである。長徳寺址からは縄文早

期の蔦島式土器と，高知県では初出土の大形楕円形押型文土器である高山寺式土器が出土している。

また，2個の石錘も出土しており，土佐の綱漁業が縄文早期まで遡ることが明らかになった。松ノ

木遺跡は，1－3次の発掘調査が実施され，多大な成果を挙げている。とりわけ，桧ノ木式土器と
（2）

命名された縄文時代後期の土器は，今や全国的に著名な土器型式となり，松ノ木式土器文化の内容

をめぐって当地城が俄に注目されつつある。このように当地城は，縄文時代の遺跡の希薄な中・東

部にあっては最も充実した内容をもつ地域として重要な位置を占めている。

弥生時代は，中期末から遺跡が分布し始め，後期末一古墳時代初頭に至って爆発的な増加を見せ

る。北接する嶺北高校校庭遺跡から凹線文の壷・高杯と大型蛤刃石斧が出土しており，西方の銀杏
（3）

の木遺跡からは，竪穴住居址状遺構，貯蔵穴などの遺構が検出されると共に，ヒビノキⅡ式土器併

行の銀杏ノ木式土器やこれに伴って打製石包丁が3点，石錘等が出土している。また，堀ノ尻遺跡
（4）

は，弥生時代末から平安時代にかけて営まれた遺跡であり，8世紀末から9世紀前半に属する須恵

器が主体を占めている。なかでも注目すべき遺物として，緑粕の杯を挙げることができるが，これ

は当地城では初めての出土であり，今後，周辺部を含めた当遺跡の性格付けを考える上で重要な資

料となるものである。また，先に挙げた松ノ木遺跡からは，弥生時代後期終末から古墳時代初頭の
（5）

竪穴住居址が10棟発見されており，その中からは岡山や徳島で作られた土器が出土しているが，当

時の地域間交流の在り方を如実に示すものとして注目されている。
（6）

註

（1）岡本健児他　『長徳寺址発掘調査報告書』　高知県長岡郡本山町教育委員会1977年

（2）出原恵三・前田光雄　『松ノ木遺跡I』　高知県長岡郡本山町教育委員会1992年

（3）岡本健児　「嶺北高校校庭出土の遺物群」　前謁註（1）

（4）岡本健児　『銀杏の木遺跡の発掘』　高知県長岡郡本山町教育委員会1984年

（5）出原恵三　『堀ノ尻遺跡』　高知県長岡郡本山町教育委員会1993年

（6）出原恵三　『松ノ木遺跡　Ⅱ』　高知県長岡郡本山町教育委員会1992年



No 遺　 跡　 名 時　　 代 No 遺　 跡　 名 時　　 代 No 遺　 跡　 名 時　　 代

1 永　 田　 遺　 跡 弥生一中世 9 下 津 野 遺 跡 縄文・弥生ヰ世 17 沖　 田　 遺　 跡 縄　　　 文

2 長 徳 寺 遺 跡 縄文一中世 10 上 奈 路 遺 跡 縄文 ・中世 18 樋　 ノ　ロ 遺 跡 縄文 ・弥生

3 東 久 保 遺 跡 弥　　　 生 11 北山瀬ノ上遺跡 中広鋼矛出土 19 高　 笹　 遺　 跡 弥　　　 生

4 銀 杏 の 木遺 跡 弥生一中世 12 松　ノ　木 遺 跡 縄文一古墳 20 静　 岡　 遺　 跡 縄　　　 文

5 寺　 家　 遺　 跡 中　　　 世 13 八 反 坪 遺 跡 縄　　　 文 21 大畑遺跡（同遺跡） 弥　　　 生

6 東　 畑　 遺　 跡 弥生 ・中世 14 下　 田　 遺　 跡 弥　　　 生 22 鳥　 井　 遺　 跡 縄　　　 文

7 天 神 前 遺 跡 弥　　　 生 15 玉 屋 敷 遺 跡 縄　　　 文

8 堀　 ノ　尻 遺 跡 弥生一中世 16 田井 古 屋 遺跡 弥　　　 生

Fig．1永田遺跡の位置と周辺の遺跡



第Ⅲ章　調査の成果

1．調査の方法と基本層序

（1）調査の方法

すでに前項でも触れたように，工事予定地の900mヲに2×2m－2×6mの試掘グリットを6個

所設定した結果，ほぼ北半分から弥生一中世の遺物を含む包含層や一部遺構の存在が認められた。

南側半分については遺物がほとんど認められず旧地形が南側に向かって下降していることが明らか

となった。従って本調査は北側400mヲについて実施することとなった。

廃土置き場を確保するために調査区を東西に二分し，東側から調査にかかることとした。遺物の

取り上げ，遺構実測は磁北にあわせた任意座表を組み，4m毎に杭を打ち南北方向に北から1・2

・3・‥，東西方向に西からA・B・C・・・と杭No．をふり，北西隅の杭No．を4m方画の名称

とした。現表土及び客土等の堆積が厚かったために遺物包含層の上層までは重機を使って掘削し，



それより下層は人力で掘り下げた。遺構の平面及びセクションの実測は20分の1を原則とし，必要

に応じて10分の1実測を行った。

（2）基本層序

Ⅶ層：黄色シル下層で地山を形成する。この地域の基盤層であり当調査区では弥生時代の遺構検

出面である。南北セクションの中央部よりやや南によった地点で段状になっている。

Ⅵ層：明褐色粘質土層で，層厚は8－30cmを測る。弥生・古墳・中世の遺物包含層である。

Ⅴ層：暗灰褐色粘質土層で，上部にアカホヤ（音地）の二次堆積土を僅かに含んでいる。南北セ

クションの一部にのみ存在している。

Ⅳ層：灰褐色粘質土層で層厚は12－30cmを測る。旧耕作土の可能性がある。南北セクションでし

か見られないが，南部は近代撹乱（a層）に切られている。

Ⅲ′層：暗褐色粘質土層で層厚は15－20cmを測る。旧耕作土で南北セクションの南部にのみ堆積

している。

Ⅲ層：褐色粘質土層で層厚は10－30cmを測る。旧耕作土である。

Ⅱ′層：黄灰色粘質土層で層厚は4－6cmを測る。Ⅱ層の床土である。

Ⅱ層：黒灰色粘質土層で層厚は15－20cmを測る。南北セクションの南寄り3分の1の地点では現

耕作土となっている。
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Fig．5　検出遺構全体図

7－8
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I層：現耕作土で層厚25－30cmを測る。

南北セクションでは，地山面（Ⅶ層）が南に向かって低くなっていることが読み取れる。その変

化点は，南寄りの段部であり各層準共にこの変化に対応している。また東に向かってもⅦ層は下降

の傾向を示している。

2．弥生・古墳時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居

STl（Fig．6・7）

調査区の西南部で検出された竪

穴住居跡であり，埋土は主に茶色

粘土である。北部と東部に於いて

各々中世等の土坑SK17，21によ

って切られる。南北3m80cmX東

西3m60cmの隅丸方形を呈し，検

出面からの深さは12cm～22cmを測

る。住居跡の中央部に88cmX70cm

の不整楕円形状に炭化物と焼土が

集中して存在し，この傍らには台

石と考えられる河原石が置かれて

いた。住居に伴う柱穴は4個検出

されたが，上屋構造に伴うかは不

明確である。

出土遺物は嚢と鉢のものであ

り，細片を主として80点余りであ

った。図示できるものは1－3

（Fig．7）の3点である。

1は鉢である。手拝ね成形

の小型品で底部は丸底であ

る。2は中央焼土集中部で

出土した結晶片岩製の石錘

であり，3は緑色片岩製の

叩石である。細片中には搬

入品と考えられる嚢の破片

も含まれており，土器以外

にはサヌカイトや結晶片岩

等の剥離片が見られた。

Fig．6　STl実測図及びセクション図

Fig・7　STl出土遺物実測図



STlの機能時期は僅少な出土遺物から判断し

難いが古墳時代初頭と考えられる。

ST2（Fig．8・9）

調査区の中央部南で検出された竪穴住居跡であ

り，埋土は主に淡茶褐色土であるが上位では遺物

を多く含む暗褐色土層が存在した。東北部でSK

P　no． 計測値 （cm ） 深 さ （cm） 平面形態

1 直径　 49 46 円形

2 19×16 4 楕 円形

3 直径　 35 4 円形

4 42 ×39 7 楕円形

表1．STlピット計測表

29，30，西部でSK18，20，西南部でSK21，22，23，31の中世等の土坑群によって切られている。

又，弥生後期の土坑SK32及び縄文時代の可能性のある土坑SK9を切っている。東南部は後世の

削平を受けており，平面形態は不明確であるが，残存規模6．8mX6．4m隅丸方形又は多角形を成す

と考えられる。残存部分に於いては住居壁際から幅1．0m～1．2m，住居床面からの高さ約12cmの版

築によるベット部が存在する。ベット部を除去すると壁に沿って，幅8cm，深さ3cmの小港が検出

された。ST2は2時期にわたるものと考えられる。住居潮この中央部には97cmX81cmの楕円形を呈

する中央ピットが存在する。このピットは床面より深さ17cmを測るが，外周には土手状の盛り土部

分が存在しており，埋土上部には炭化物と焼土が多く含まれていた。又，この北西方向約1mには

台石と考えられる断面楕円形の河原石が床面上に存在した。住居跡の床面を中心に柱穴を12個検出

しているが，P3，11はベット除去後の検出であり，ベット状遺構構築以前に対応するピットであ

る。ST2の床面上及びベット上からは炭化物や焼土の出土が著しく，特に炭化木材で残存が良い
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Fig．8　ST2出土遺物実測図



ものに於いては住居中心部への指向性が見られ

る。又，これらの中には角材であったと考えられ

るものが存在することから垂木等上屋を構成する

ものであった可能性が高い。

これらのことからST2は焼却か火災に遭った

住居跡と考えられる。

出土遺物は土器破片を主として450点余りであ

るが，図示できるものは4－15（Fig．8）の12

点であった。4－6は鉢である。4は底部丸底，

5は皿状を呈す手拝ねのものであり，6は塊状を

呈し，底部は平底を成す。7，10，11，13－15は

嚢である。12は搬入品であり，河内産のものと考

P　 n o． 計 測 値 （cm ） 深 さ （cm ） 平 面 形 態

1 44 ×37 56 楕 円形

2 直 径　 39 2 2 円形

3 33 ×26 3 0 楕 円形

4 7 9 × （58） 9 ク

5 （4 9）×23 3 7 ク

6 （2 8）×2 1 55 ク

7 直 径　 33 13 円形

8 28 ×23 2 1 楕 円形

9 3 9 ×2 1 22 ク

10 2 6 × 2 1 4 6 ク

11 直 径　 22 56 〕 円形

12 直 径　 28 34 ク

表2．ST2ピット計測表

※（）内の数値は残存値。
えられる。7，11，13－15はパケ又は叩きのちパ

ケの調整を施すものであるが，10では叩き調整のみを施しており，15は底部丸底である。8，9は

壷である。8はP6出土のものであり，瀬戸内系の赤彩された長顎壷の胴部片である。弥生時代後

期初頭のものであることから混入であろう。これらの土器の内13，14が床面から，5，12，15がベ

ット上からの出土であり，6はその部位を床面とベット上から得ている。

ST2はその機能を古墳時代初頭に於いて終了したと考えられる。

（2）土　　坑

SKl（Fig．10）

SKlは，調査区の東北隅にある。平面形は楕円形を呈し，長軸158cm，短軸140cm，深さ17－19cm

を測る。壁は急傾斜で立ちあがり，床面は平坦な面をなす。埋土は濃茶色粘質土の単純一層で，埋

土中より弥生土器及び古式土師器の細片が30数点出土しているが，図示できるものはない。古墳時

代前期に属する。

SK2（Fig．10・11）

SK2は，調査区の東北隅にあり，半分以上が調査区外に出るが，隅丸方形を呈するものと考え

られる。断面は舟底状をなす。壁は西側は緩やか，東側は急傾斜で立ちあがり，床面は中央部がや

や凹む。埋土は濃茶色粘質土の単純一層で，遺物は古式土師器の細片が60点余りと圧倒的に多くそ

の中にはST2で示したように，明らかに河内からの搬入品であるものも含まれている。また，縄

文土器片や弥生後期末の二重口縁壷（16）も出土している。須恵器の細片から6世紀頃の遺構と考

えられる。

SK3（Fig．10・11）

SK3は，調査区の東北部にある。平面形は隅丸長方形を呈し，長軸140cm，短軸112cm，深さ25

－29cmを測る。壁は急傾斜で立ちあがり，床面は西側に向けて低く傾斜している。埋土は濃茶色粘

質土の単純一層で，遣物は埋土中より，弥生終末と古式土師器の細片が350点，床からも嚢の大片（21）

が出土している。
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‡＿二P4
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㊥
I層：淡茶褐色土（暗褐色土ブロックを含む。

締り有。粘性やや有。）
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＼

＼、＼、　P9
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◎p12

P6　　　　　Ⅱ層：淡茶褐色土（黄色土を混入。）
Ⅲ層：淡茶褐色土（黄色土ブロックを多量に含

む。（Ⅱ層より多い））
Ⅳ層：茶褐色土（焼土・炭を含む。締り・粘性

有。）
Ⅴ層：茶褐色土（焼土を多く含み，炭もみられ

る。締り・粘性有。）
Ⅵ層：暗褐色土（黄色土をブロックで混入。

締り・粘性有。）

246．7m　Ⅶ層‥暗褐色土（締り・粘性やや有。）
Ⅷ層：黒褐色土（明褐色土ブロックを混入。）

し＼＼

＼、轟＼◎完
ⅧI　Ⅷ I　　ⅣⅦ　I　　　　－S

Ⅲ　Ⅴ　Ⅵ　Ⅲ 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

Fig．9　ST2遺物出土状況実測図，ST2実測図及びセクション図
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Fig．10　SKl～5，9，10実測図
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SK4（Fig．10）

SK4は，SK3の西にある。平面形は方形を呈すと考えられるが，約半分が調査区外に出ている。

壁は急傾斜で立ちあがり，床面は西側が深く，東側が一段高い面をなす。埋土は濃茶色粘質土の単

純一層で，埋土中より弥生終末か古式土師器の細片が9点出土していることから古墳時代の遺構と

考えられるが図示できるものはない。

SK5（Fig．10）

SK5は，SK4の西隣りにある。平面形は不整円形を呈し，長軸102cm，短軸90cm，深さ33cmを

測る。壁は垂直に立ちあがり，床面は平坦な面をなす。埋土は濃茶色粘質土の単純一層で，埋土中

より弥生土器の細片が数点出土しているが図示できるものはない。弥生時代後期に属する。

SK9（Fig．10）

SK9は，調査区中央の西にあり，ST2を切っている。平面形は楕円形を呈し，長軸86cm，短軸

70cmを測る。壁は急傾斜で立ちあがり，床面は中央部が凹む。埋土中より古式土師器の細片が1点

出土している。

SKlO（Fig．10）

SKlOは，調査区の東南にある。平面形は隅丸長方形を呈し，長軸126cm，短軸78cm，深さ9－16cm

を測る。断面は舟底状を呈し，床面は凹状を呈す。埋土は濃茶色粘質土で，埋土中より弥生終末及

び古式土師器の細片30点が出土しているが図示できるものはない。古墳時代に属する。

SKll（Fig．11・12・13）

SKllは，調査区の西部にあり，長軸1．6m，短軸0．64mを測る長楕円形のプランを呈し，南端が

新しい時期のピットによって切られている。深さは45cm前後を測り床面はほぼ水平である。壁面は

何れも斜め方向に直線的に立ち上がる。埋土は，I層：暗茶色粘質土，Ⅱ層：濃茶色粘質土からな

…‾‾1ト

19
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm
！　．　．　．　．　上　　　　　　　　　　　　　＿＿」

Fig．ll SK2（16），SK3（21），SKll（17・18・20・22），SKl3（19）出土遺物実測図
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⑳　焼土

〔二葉「

0　　　　　　　　　1m
L＿1．⊥　⊥　L　　　　＿　－＿」

I層：暗茶色粘質土
Ⅱ層：濃茶色粘質土（炭化物を含む）

Fig．12　SKll実測図及びセクション図

り，I・Ⅱ層共に炭化物を含み，Ⅱ層

には焼土塊がブロック状に見られる。

遺物はⅡ層から棄口縁部2点（17・

18），同胴部（20），高杯脚部（22），

及び結晶片岩を加工した打製石包丁が

2点（23・24）出土している。床面出

土の遺物は認められないが，一括性の

高い資料として把握することができよ

う。20は内面をヘラ削り（下→上）し
Fig．13　SKl1出土遺物実測図

た後ナデ調整を施しており，薄手の造りである。外面は全面煤けており胴下半は被熱赤変している。

22は本県の中期末葉に希に見られる中実の柱状部をもった高杯である。中期Ⅲ－1期に比定するこ

とのできる資料である。

SKllの性格は，形態・掘り方から見て墓である可能性がある。

SK13（Fig．11・14）

SK13は，調査区の西北にある。平面形は楕円形を呈し，長軸108cm，短軸92cm，深さ22cmを測る。

壁は斜めに立ちあがり，床面は平坦な面をなす。埋土は濃茶色粘質土で，図示した嚢底部（19）の

他，弥生終末一古式土師の細片が多く出土している。これらの多くは，被熱赤変しているものが多

い。

SK14（Fig．14）

SK14は，調査区中央の西にある。平面形は隅丸長方形を呈し，長軸130cm，短軸100cm，深さ8．5

－15cmを測る。壁は西側急傾斜，東側緩やかに立ちあがり，床面はほぼ平坦な面をなす。埋土は濃

茶色粘質土で，弥生終末～古式土師の細片16点が出土しているが，図示できるものはない。
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Fig．14　SK13，14実測図

SK32（Fig．15・16・17・18・19）

ST2の床面で検出した土坑であり，ST2に切られている。長軸1．17m，短軸1．07mの楕円形の

プランを呈する。南壁側で小ピットと切り合っているが，先後関係は不明である。深さは1．25mを

測り，断面形は逆台形状をなす。埋土は濃茶色粘質土単純一層で，埋土中より多量の弥生後期土器

と結晶片岩の自然礫が出土している。遺物の圧倒的多数は上層から折り重なるように出土しており，

中層からは完形の棄（21）が1点出土しているにすぎない。中層より下からは遺物・礫共に全く出

土していない。これら一群の土器は出土状況から見て，SK32が半ば埋まった段階で一時期に投げ

込まれたものであり，極めて一括性の高い資料である。土器の組成は，壷（25－32・57），嚢（33

－51・53－56・60），鉢（52・58・59・63），高杯（61・62・64－68）である。口縁部から土器の組

成比率を出すと壷：嚢：鉢：高杯＝6：18：3：4となり，嚢が最も多く全体の58．0％を占めてい

る。また図示した嚢のうち12点（33・35・37・38・40・43・44・47・49・50・54・56）が煤けてお

り，壷も2点（27・31）が煤けている。また壷（29）の外面には黒色顔料を塗付している。

壷・棄共に1点づつ凹線文が見られる他はすべて租縁であり，文様も列点文を施す壷が2点（28

・30）ある以外は無文である。凹線文を有する2者（26・33）は，胎土中に当地城特有の結晶片岩

を含んでいることから，在地産であることには違いないが，発色や砂粒の構成が他の多くの土器と

異なっている。このうち嚢（33）は古い時期のものが混り込んだものと考えなければならない。器

面調整は，聾（50）の内面がヘラ削り＋指頭によるナデが施されているが，他の多くは壷・嚢共に

外面縦パケ，内面指頭によるナデ調整を基調としている。SK32出土のこれらの土器は，地域性も

考えなければならないが後期中葉の時期に比定することができる。なおこの一群の土器の位置付け

については後述する。

SK33（Fig．20）

SK33は，ST2の南端にある。平面形は楕円形を呈し，長軸82cm，短軸72cmを測る。床面は南端

が最も深く，北に向かって立ちあがり，床面近くに20cm前後の扁平な石を5個配している。検出面

直下より嚢の胴部（69）のほか，弥生終末一古式土師器の嚢片10数点が出土している。埋土は濃茶

色粘質土単純一層で，埋土中より弥生終末一古式土師器の嚢15点，高杯のものとみられる器台片5
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Fig．15　SK32遺物出土状況実測図（数字は図版No．）

点が出土している。古墳時代初頭に属する。

（3）集中出土地点の土器（Fig．21－70－73）

調査区西寄りのFl・2地点のⅥ層下位，弥生・古墳時代の遺構検出面上より，嚢の3－4個体

分の破片が長軸3m，短軸1mほどの範囲から集中して出土した。これらの土器片群は何ら遺構に

伴うものではないが，出土状況から見て原位置をほとんど動いておらず，この場所で棄損したもの

と考えられる。2個体分（70・71）は完形に復元することが出来た。出土土器は，すべて古式土師

器1期に属する。このような例は，近接する堀ノ尻遺跡でも認められた。これらの土器は，堀ノ尻

遺跡例も含めて激しく煤けており，かつ被熱赤変している。煮沸に供された後，再び使用されるこ
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Fig．17　SK32出土遺物実測図（壷：25～32，蜜：33～40）
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Fig・19　SK32出土遺物実測図（蜜：56・60，壷：57，鉢：58・59・63，高杯：6l・62・64～68）

十
l

」
246．4m

「＼ノア一一三二」H．＿」　m
O

肯 嘲

当、一口

；／㌧／69

0　　　　　　　　10cm
！．．．．1　　　　　　！

Fig．20　SK33及び出土遺物実測図
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ぐ

となく「放置」されたものと考えられる。この背景には煮沸を伴う祭祀のあった可能性がある。堀

ノ尻例も嚢3個体程度であり，この数は1つの単位を示すものであろう。

3．中世以降の遺構と遺物

（1）土坑

SK8（Fig．23）

SK8は，調査区北中央寄りにある。平面形は不整円形

を呈し，長軸100cm，短軸82cm，深さ17－19cmを測る。埋

土は灰茶色粘質土で，埋土中より土師器塊底部が1点出土

しているが図示できない。

SK12（Fig．23）

SK12は，調査区中央の西にある。平面形はほぼ円形を

里し，長軸96cm，短軸90cm，深さ16－21cmを測る。壁は急

傾斜で立ちあがり，床面は平坦な面をなす。東南側でピッ
Fig．22　SK20出土の石鋲実測図

（実大）

トと切りあっているが，先後関係は不明である。埋土は明

褐色のブロックの混じる黒褐色で，埋土中より中世の土師器皿細片数点，唐津溝縁皿片（76）1点，

弥生終末一古式土師器細片が6点出土している。近世の土坑に属する。

SK17（Fig．23）

SK17は，STlの北側に隣接し，一部STlを切る。平面形は楕円形を呈し，長軸184cm，短軸110cm，

深さ8－36。mを測る。西側部分で一旦テラス状に緩やかに傾斜する段を形成した後，床面を形成す

る。埋土は濃茶色粘質土で，須恵器，土師器，弥生一古式土師器片が数点出土しているが，図示で

きるものはない。
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Fig．23　SK8，12，17～20，23，30実測図
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SK18（Fig．23）

SK18は，SK17の東側にあり，ST2・SK19・SK20を切っている。平面形は円形を呈し，長軸

148cm，短軸142cm，深さ36－42cmを測る。断面は逆台形を里し，床面は東にやや低く傾斜している。

埋土は灰茶色粘質土で，古式土師器1点・弥生終末～古式土師器10数点，鉄片1点が出土している

が，図示できるものはない。SK18の床面には，人頭大から拳大の扁平な結晶片岩が数多く積まれ

ている。詳細な時期比定や性格は決め難いが，意図的に積み上げられたものであることには違いな

い。

SK19（Fig．23）

SK19は，SK18に切られているが，平面形は楕円形を呈すと考えられる。壁は西側一部分がオー

バーハングしており，床面は西から東向きに緩やかに傾斜している。埋土は灰茶色粘質土で，弥生

終末及び古式土師器片10点，土師器塊などの細片13点が出土しているが，図示できるものはない。

SK20（Fig．22・23）

SK20は，ST2のベッドを切っており，SK18に切られているが，平面形は楕円形を呈すと考え

られ，長軸130cm，短軸94cm，深さ16－20cmを測る。壁は全面的にオーバーハングしており，床面

はほぼ平坦である。埋土は明褐色のブロックが混じる黒褐色で，弥生終末一古式土師器の細片25点，

瓦器1点，石鉄（74）1点，中世の土師器10点が出土している。

SK23（Fig．23・24）

SK23は，調査区の南西にある土坑群の中にあり，ST2

形は円形を呈し，長軸98cm，短軸92cm，深さ60cmを測る。

壁は垂直に立ちあがり，床面は平坦である。埋土は灰茶

色粘質土で，床面より瀬戸の片口おろし皿大片（75）1

点，中世の土師器細片2点，弥生終末一古式土師器細片

3点が出土している。

SK30（Fig．23）

SK30は，調査区のほぼ中央部にあり，SK29と切りあ

っている。平面形は楕円形を呈し，長軸134cm，短軸120cm，

深さ42cmを測る。壁は一部オーバーハングしており，床

面はほぼ平坦である。埋土は明褐色のブロックが混じる

黒褐色で，弥生終末一古式土師器片36点，瓦器1点，中

世の土師器20点が出土している。

（2）ピット出土の遺物（Fig．25）

100個余のピットを検出したが，性格不明のものが多

い。主なものについては表－3に示した通りである。柱

穴と考えられるものもあるが，掘立柱建物址や柵列等を

復元することはできない。77（P5）の白磁碗は，森田

編年Ⅳ期に属する。78（P25）は外底に「宣徳年製」銘
（2）
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Fig．24　SK23（75），SK12（76）

出土遺物実測図



がある。伊万里染付小杯で，17世紀後半頃の所産であろう。79（P24）は伊万里染付碗である。80

（Pll）は瀬戸天日，81（P21）は口径46cmを測る土鍋で外面は激しく煤けている。82（P31）は

小柄の柄である。鉄を芯にして浮彫り装飾を施した薄い銅板をかぶせている。浮彫りは2頭の馬で

あり表面に塗金のあとが認められる。

′＿　ゴ
77

励
Fig．25　ピット出土の遺物（77：P5，78：P25，79：P24，80：Pll，81：P21）（82は％）

（3）包含層出土の遺物

各層ともに各時代の遺物が含まれているが，包含層遺物として説明する。

①　土器（Fig．26）

Ⅳ層からは93・94など古式土師器の大型破片や完形に近いものが多く出土しているが，輪高台を

有する土師器塊も出土している。注目すべき遺物としては，縄文晩期深鉢がある。83は口縁下7－

8cmの位置に断面三角形の刻目突帯を貼付している。その他の層準からは，弥生中期の壷・同嚢，

後期の嚢（86）・壷（87）・鉢（85）などと共に土師器腕（95）・杯（97）・鍋（91），青磁碗（90），

須恵器の小型無頸壷などが出土している。

②　石器（Fig．27）

5点の打製石包丁と打欠き石錘が出土している。石材はすべて吉野川流域に特徴的な結晶片岩を

用いている。略方形を呈し両長側線に刃部が造り出されている。102と103は両短側線に挟りが認め

られる。104の石錘は，扁平な河原石の両長側の中央部を打ち欠いている。

25
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Fig．26　包含層出土遺物実測図
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103　　　　　0

Fig・27　包含層出土遺物実測図（石包丁：99～103，石錘：104）
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表3　ピットの法量・形態及び出土遺物一覧表

P N o ． 計 測値 （cm ） 深 さ （cm ） 平 面 形 態 出　 土　 遺　 物

1 60 × ？ 2 5 不 整 形 鉄 片 1 点

2 24 ×2 6 2 1 円　 形

3 3 8 ×44 8 ク

4 直 径 34 3 8 ク

弥 生 土 器 2 点 ， 土 師 器 1 点

近 世 陶 磁 器 1 点 ， 鉄 片 2 点

5 直 径 4 4 （柱 痕 跡 有 径 16 ） 10 （柱 痕 跡 16 ） ク 白磁 碗 1 点 （図版 N o ．7 7）， 鉄 片 1 点

6 6 4 ×4 0 13 楕 円形 弥 生 後 期 土 器 1 点

7 34 ×3 0 4 8 ク

8 直径 3 4 35 円　 形 土 師器 1 点 ， 須 恵 器 1 点

9 34 ×2 6 37 楕 円形 弥 生 土 器 1 点

10 4 4 ×4 0 50 円　 形 土 師器 2 点

1 1 直 径 68 6 1 ク 瀬戸 天 日 1 点 （図版 No ．80）， 弥生 土器 1 点

12 70 × 50 3 2 楕 円 形
土 師 器 2 点 ，唐 津 溝 縁 皿 1 点

鉄 塊 1 点

1 3 直 径 66 3 6 円　 形 青 磁 1 点

14 直 径 74 2 1 ク 土 師 器 4 点 ， 鉄 塊 2 点

15 直 径 2 8 2 9 ク 弥 生 土 器 1 点 ， 土 師 器 2 点

16 直 径 3 8 ・ 4 7 ク 土 師器 4 点

17 6 4 × 5 8 2 3 ク

弥 生 土 器 1 点 ， 土 師 器 3 点

須 恵 器 1 点

18 直 径 4 4 2 1 ク 弥 生 土 器 5 点 ， 土 師 器 1 点

19 直 径 4 0 4 6 ク 弥 生 土 器 5 点

2 0 4 0 ×3 0 59 楕 円形 弥 生 土 器 3 点 ， 礫 1 点

21 2 8 ×2 4 4 7 円　 形 土 師器 鍋 1 点 （図版 N o ．8 1）

22 直径 3 0 4 4 ク 弥 生 土 器 3 点

23 2 2 × 16 28 楕 円形 土 師器 1 点

24 4 2 ×3 6 40 円　 形 土 師器 1 点 ，近 世 磁 器碗 1 点 （図版 N o ．7 9）

2 5 直 径 32 5 1 ク 近 世磁 器碗 1 点 （図版 N o ．78 ）

2 6 直 径 50 18 ク 弥 生 土 器 10 点

2 7 直 径 2 2 24 ク 弥 生 土 器 3 点

2 8 直 径 3 0 2 8 ク 土 師 器 4 点

2 9 7 0 ×5 8 15 楕 円形 弥 生 土 器 6 点

3 0 直 径 2 8 3 2 円　 形 弥 生 土 器 2 点

3 1 直 径 2 6 2 2 ク 小 柄 の柄 部 1 点 （図 版 N o ．8 2）

3 2 直径 2 6 15 ク
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第Ⅳ章　考　　　察

l．SK32出土の土器（Fig．17～19）

SK32埋土上層を中心に弥生後期土器がまとまって出土している。すでに述べたように，床面出

土の土器は見られないが，SK32が半ば埋まった段階で一気に投げ込まれた状況を示しており一括

性の高い資料として把握することが可能である。嶺北地域における土器編年の充実，更に高知平野

との比較を行う上において重要な資料となるものである。ここでは，当土器群に見られる諸特徴を

抽出し，編年的位置付けと地域的特徴を明らかにするものである。

口縁部の点数をもとに土器組成を見ると，壷：嚢：鉢：高杯が6：18：3：4となっている。た

だ嚢の口縁部細片（33）は中期の土器であり，この1点のみは混入遺物としなければならない。壷

は，すべて広口壷であるが口頚部の形態から次の3つのタイプに分けることができる。A類：口緑

部がラッパ状に強く外反する（25）。B類：直立気味に立ち上がる頚部から，緩やかに外反する口

縁部を有する（26，28，29）。26は口唇に凹線文を有し，28は頚部下端に列点文を施している。C

類：口頚部が丸味を帯びて短く外反する（27，29）。A類は後期後半以降～古墳時代初頭に盛行す

るタイプで，B類は後期初頭から顕在化するタイプである。C類は中期以来の伝統的なタイプであ

るが後期末になると見られなくなる。これらの壷は，外面パケ，内面ナデ調整を基調とし，さらに

内面には指頭による庄痕が見られ内面器表面の凹凸が顕著に認められる。27－29の内面には，4－

5cm幅の粘土帯の接合部が認められる。また27，30の底部は上げ底風に成形されており底部形態の

特徴として把握することができる。

嚢は，混入の33を除けば全て無文，器面調整は壷と同様で外面パケ，内面指頭によるナデ調整を

基調とし，指頭庄痕も顕著で内面の凹凸も激しい。ただ50のみ内面ナデ調整の下地にへラ削りが，

外面下半にへラミガキが認められる。最大径は40と49が口縁部にあるが，他の諸例はすべて上胴部

にある。口縁部は総じて丸味をおびてく字状に外反する。底部の形状も上げ底状を呈するものが目

立ち壷と共通している。成形・調整手法も粗雑である。また18点中12点までが煤けており，中には

被熱赤変して激しく煤けているものもある。

鉢は3例ともに小型で，上げ底状の底部が見られ指頭庄痕も顕著に認められる。この種の鉢は，

後期末一古墳時代初頭に盛行するタイプで，その先駆と考えられる。高杯は全て口縁部が外反する

タイプで，65は杯底部の剥離痕から見て脚部との分割成形手法による可能性が高い。

南四国における弥生後期土器の編年は，最も資料が豊富な高知平野中央部において7中期に組ま

れているが，それ以外の地域においては資料不足のために十分な地域編年がなされていないのが現
（3）

状である。従って高知平野の編年のどの段階にあてはまるのかと言う作業を通して地域編年を組ま

ざるをえない。SK32出土の土器群は，底部成形に現れた特徴や小型鉢の出現などから後期4期に

比定することが可能と考えられる。この特徴的な上げ底状の底部は，ドーナツ状の粘土紐または高

台の上に底部を作り，周縁部が高まりをもって上げ底状となる成形手法であり，山陽の土器編年で

高橋護氏がⅦ期とⅧ期とを画する相違点として指摘した成形手法に対応するものと考えられる。従
（4）

って高橋編年のⅧ期の中に納まる土器群として大きく把握することは可能であろう。その中でSK
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32出土の土器群中には凹線文がほとんど認められないこと，また高杯の分割成形が認められること

などからⅧ－b期に併行関係をもとめたい。

上げ底状の成形法は，当該期の環瀬戸内に広く認められる特徴であり，松山平野では松山大学構

内遺跡SB－7や祝谷アイリ遺跡SK15，讃岐では下川津遺跡弥生土器溜り5などにみとめられる。
（5）　　　　　　　　　　（6）　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

嚢から凹線文が消失し，前述の小型鉢の出現期としての共通性も有している。高知平野の資料中に

は当該期の好例は必ずしも多くないが，深淵遺跡のST3を挙げることができる。ただST3から

は叩き痕跡を残す嚢が少なからず出土している点が異なる。この相違の起因するところは，当地城

の資料の増加を待って結論すべきところであるが，現段階においては太平洋側の高知平野と瀬戸内

寄りの山間平野と言う地域差に求めたい。高知平野では，中期末以来土器に顕著に現れた吉備的特

色が退潮しはじめる後期3期の時期から叩き痕跡を残す土器が漸進的に増加しはじめるが，当地城

においてはその現象が遅れるものと考えられる。

2．永田遺跡の位置付け

今次調査では，古墳時代初頭の竪穴住居2棟（STl・2），弥生時代中期末（中期Ⅲ－1期）

の土墳墓1基（SKll），同後期の土坑2基（SK5・32），古墳時代初頭の土坑7基（SK－1・4

・9・10・13・14），同後期の土坑1基（SK2），中世の土坑5基（SK8・19・20・23・30），近

世の土坑1基（SK12），その他時期不明土坑16基，ピット多数を検出した。遺構の性格について

は不明なものが多いが，弥生後期から古墳時代初頭と中世に盛行期を有する遺跡として位置付ける

ことができる。これは北接する嶺北高校校庭遺跡の消長に一致し，同一の集落址として把握しなけ

ればならない。永田遺跡の立地する吉野川右岸の低位段丘上には，天神前遺跡，銀杏の木遺跡など
（8）

弥生後期終末から古墳時代を中心とする集落址の存在が確認されている。対岸正面の北山瀬ノ上遺

跡からは中広形鋼矛Ⅱ式が1本出土しているが，一連の集落址の展開とは無関係ではなかろう。更

に対岸西方の松ノ木遺跡からも弥生時代終末から古墳時代初頭に属する竪穴住居が15棟確認されて

いる。吉野川を挟んだ両岸の低位段丘上には，当該期の集落の爆発的な増加が認められるが，永田
（9）

遺跡もその展開の一翼を担った遺跡として位置付けることができる。ただし列挙した諸遺跡は弥生

時代終末から始まっており，永田遺跡のように後期中葉ないしはそれ以前にまで遡る生活遺構の検

出例は存在しない。今次調査では中期末の土墳墓も認められ，嶺北高校校庭遺跡からは凹線文土器

や中期の石斧も出ており，少なくとも中期末から継続して営まれて来た集落址である可能性が強い。
（10）

永田遺跡は，吉野川右岸における拠点的性格を帯びた遺跡として位置付けることができよう。しか

しながら古墳時代前期初頭を過ぎると，当遺跡をはじめ周辺から一斉に遺跡が消滅すると言う劇的

な変化が生じる。高知平野の動向と呼応した動きとして注目しなければならない。以後この地域か

らまとまった遺物が出土するのは8世紀末から9世紀を待たなければならない。この時期の遺跡は，

堀ノ尻遺跡に見られるように中位段丘上に移動しているようである。これは吉野川左岸においても

認められる現象である。そして中世に至って集落が拡大するに及んで再び低位段丘上に集落が営ま

れるようになる。
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遺物観察表（土器）

挿 図番 号 出土 地 点 器　 種

口径

慧 曇 窪 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig ．7 －1 ST l 鉢
7 ．4 チ ャー トの 小 轢 ，租 粒 砂 を 多 く含 む 。黄 褐 色 。

6 ．0 内 外 面 に 指 頭 庄 痕 顕 著 。 口縁 は 短 くつ ま み 出 す 。

8 ．3 尖 底 で あ ろ う。

F ig ．8 －4 ST 2 ク
－

結 晶 片 岩 ， チ ャー トの 小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む 。 淡灰 茶色 。

外 面 縦 パ ケ 。 丸 底 。

F ig．8 －5 ク ク

10 ．0 チ ャ ー トの 細 ・租 粒 砂 を多 く含 む 。 桃 茶 色 。

3 ．5 内 ・外 面 指 頭 庄 痕 顕 著 。

F ig．8－6 〃 ク

10 ．7 結 晶片 岩 の小 礫 を多 く含 む。 内 外 面 共 に器 表 の 荒 れ が 激 しい 。

5 ．0

2 ．5

に ぷ い黄 橙 。 丸 底 風 の平 底 。

F ig．8 －7 ク 棄
－

チ ャー ト，結 晶片 岩 ， 長 石 の小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む。 淡 茶 色 。

縦 パ ケ調 整 が わず か に見 ら れ る。 外 面 に指 頭 庄 痕 を残 す 。

F ig ．8 －8 S T 2 ，P 6 長 頸 壷
－

長 石 の租 粒 砂 ，小 礫 ，石 英 ，角 閃石 の租 ・細 粒 砂 を含 む。 赤 茶 色 。

1 8 ．0

胎 土 中 に赤 色顔 料 を混 入 した もの とみ られ る 。

F ig ．8 －9 ST 2 ＝±コ．互E

－ 精 選 され た 胎 土 で ， 砂 粒 をほ とん ど含 ま な い 。 に ぷ い黄 橙 。

－ 内 面 ・外 面 共 に， パ ケ 状 原 体 に よる横 ナ デ を施 して い る 。 口縁 部 の上 部 に

右 上 が りの パ ケ 調 整 跡 が み られ る 。

F ig．8－10 ク 窯
11 ．4 チ ャ ー トの 小 礫 を多 く含 む 。 桃 色 。 外 面 一 部 煤

叩 き成 形 。 口縁 部 叩 き出 しで ， 口唇 は丸 くお さめ る 。 け る 。

F ig．8－11 ク ク

16 ．8 結 晶片 岩 ， チ ャ ー トの小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む 。 桃 茶 色 。

口縁 内面 は右 上 が りのパ ケが わず か に認 め られ る。

F ig．8－12 ク ク

17 ．6 河 内 産婆 。角 閃石 ， 雲 母 な ど の細 粒 砂 を多 く含 む。 暗 茶 色 。 口 縁 部外 面

－ 内面 は左 か ら右 方 向 のヘ ラ削 り後 ナ デ調 整 と， 右 下 が りの 叩 き に右 下 が り は 特 に 激 し

の パ ケ調 整 が 加 え ら れ て い る。 く煤 け る 。

F ig．8－13 ク ク

1 5 ．0 結 晶片 岩 ， チ ャ ー トの小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む。 茶 色 。 全 体 的 に煤

－ 胴 部 外 面 に水 平 方 向 の 叩 き と， 口縁 外 面 ， 上 胴 部 の 一 部 に縦 パ ケ ， 内 面 に け る 。
指 頭 に よる ナ デ が顕 著 に み られ る。

F ig ．8 －14 ク ク

1 6 ．0 チ ャー トの小 礫 を多 く含 む。 茶 色 。 ほ ぼ 全 面 が

（1 7 ．3） 叩 き成 形 に パ ケ調 整 が加 え られ て い る。 煤 け る 。

F ig ．8 －1 5 ノク ク
－ チ ャー トの 小礫 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 に ぷ い橙 色 。 上 部 全 体 煤

－ 横 方 向 ・右 上 が りの 叩 きが全 体 的 に施 さ れ た後 ， 上 部 にパ ケ調 整 が 施 され け る。

て い る。 内 面 接 続部 に 指頭 庄 痕 が み られ る 。

F ig．1ト 16 SK 2 ＝土ご宣E

18 ．0 チ ャー トの 粗 粒 砂 を少 量 含 む 。 黄 茶 色 。

（2 ．9） 内 傾 して 立 ち上 が る 口縁 外 面 に 半裁 竹 管 状 の工 具 に よる波 状 文 と波 頭 間 に

－ 竹 管 状 原 体 に よ る刺 突 文 が み られ ， 口 縁 部 内 ・外 面 に右 下 が りのパ ケ調 整

－ が 施 され て い る。

F ig．11 －1 7 S K ll 禁
22 ．2 チ ャ ー ト， 長 石 の 小 礫 少 量 。 細 ・租 粒 砂 多 量 。 外 面 に ぷ い橙 色 ， 内面 灰 色 。

（2 ．0 ） 口唇 は幅 広 く面 取 り， 口縁 内 外 面 は横 ナ デ が 施 され て い る 。

F ig．11 －18 ク ク
－

長 石 ， 片 岩 ， チ ャ ー トの 小 礫 ， 租 ・細 粒 砂 を多 く含 む 。 淡 茶 色 。

口縁 下 端 は， つ ま み 出 し， 横 ナ デ。

F ig ．1 ト 19 SK 1 3 ク
－ チ ャー ト， 他 の租 粒 砂 を含 む。 底 部 まで 叩 き成 形 が 施 され て お り， わ ず か 外 面煤 け る 。

（6 ．3） に平 底 が残 る 。底 部 付 近 の叩 き は不 定 方 向 で ， そ の 上 を縦 パ ケ の 調 整 が 施

－ され て い る 。 内面 は ナ デ調 整 。

2 ．4
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遺物観察表（土器）

挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

口 径

慧 曇 窪 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig ．1 1－2 0 S K l l 慧
－

チ ャ ー ト， 長 石 の 租 粒 砂 を 多 く含 む 。 橙 色 。 外 面 全 面 煤

－
器 壁 が 薄 く ， 内 面 に 接 合 痕 跡 が み ら れ ， 内 面 へ ラ 削 り の 上 を ナ デ 消 し て い け る 。

4 ．5

る 。 外 面 の パ ケ 調 整 は 摩 耗 が 激 し い 。

F ig ．1 1－2 1 S K 3 ク

1 6 ．0 チ ャ ー トの 小 礫 を 多 く含 む 。 灰 桃 色 。 ほ ぼ 全 面 的

（1 2 ．1） 上 胴 部 内 面 に 強 い 指 頭 に よ る ナ デ と パ ケ 調 整 が み ら れ る 。 に 煤 け る 。

F ig ．1 1－2 2 S K l l 高 士不
－

チ ャ ー ト， 結 晶 片 岩 の 細 粒 砂 を 多 く含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

（6 ．4 ） 裾 は 強 く外 反 し ， 端 部 は 丸 く お さ め る 。 外 面 に 接 合 痕 跡 が み と め ら れ る 。

8 ．4

充 実 の 脚 部 で あ る 。

F ig ．1 7－2 5 S K 3 2

1 9 ．2 長 石 ， チ ャ ー ト， 結 晶 片 岩 ， 租 ・細 粗 粒 砂 を 多 く含 む 。 茶 色 。 内 ・外 面 ，

－＝土ご宝互 外 面 縦 ， 内 面 横 方 向 の パ ケ 調 整 が み ら れ る 。 部 分 的 に 煤

け る 。

F ig ．1 7－2 6 ク ク

1 6 ．0 チ ャ ー ト， 雲 母 ， 角 閃 石 ， 結 晶 片 岩 を 含 む 。 橙 色 。

（4 ．4 ） 口 縁 は ラ ッ パ 状 に 外 反 し て お り， 上 下 にわ ず か に 拡 張 し た 口 唇 部 2 条 の 凹

線 文 が み ら れ る 。

F ig ．1 7－2 7 ク ク

1 4 ．2 石 英 ， チ ャ ー ト， 長 石 の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 桃 茶 色 。 胴 部 外 面 下

2 2 ．4 胴 上 半 に 横 方 向 及 び 右 下 が り の パ ケ 調 整 ， 胴 下 半 に 縦 方 向 の パ ケ 調 整 が み 半 全 面 煤 け

1 9 ．6

6 ．0

ら れ る 。 内 面 に 接 合 痕 跡 を 認 め る 。 る 。

F ig ．1 7 －2 8 ク ノク

1 4 ．0 チ ャ ー ト の 小 礫 多 数 ， 長 石 ， 租 粒 砂 を 含 む 。 淡 黄 白 色 。

（1 7 ．1） 外 面 頸 部 下 に 刺 突 文 ， 胴 部 内 面 に わ ず か に 横 パ ケ が み ら れ る が ， 内 外 面 と

2 1 ．1 も に 摩 耗 が 激 し い 。

F ig．1 7 －2 9 ク ク

1 4 ．4 チ ャ ー ト， 石 英 の 細 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 淡 茶 色 。 胴 部 外 面 に

3 0 ．2 上 胴 部 に 最 大 径 を 有 す 。 直 立 気 味 の 頚 部 か ら 口 縁 部 が 外 反 し ， 口 唇 は 丸 い 。 黒 色 顔 料 塗

2 5 ．5

6 ．2

内 面 は 指 頭 圧 痕 や 指 頭 に よ る ナ デ が 顕 著 に 見 ら れ る が ， 外 面 の 調 整 は 不 明 。 付 。

F ig ．1 7 －3 0 ク ク

1 3 ．4 チ ャ ー ト の 小 礫 ， 租 ・細 粒 砂 を 多 く含 む 。 淡 茶 色 。

2 3 ．3 頚 部 下 端 に 刺 突 文 列 ， 口 縁 部 内 面 に 横 ， 口 縁 部 外 面 に 縦 方 向 の パ ケ 調 整 が

1 9 ．0 施 さ れ ， 胴 部 外 面 最 大 径 付 近 に 横 方 向 ， 他 は 縦 方 向 の パ ケ 調 整 が 認 め ら れ

4 ．8 る 。 内 面 下 半 に は 指 頭 に よ る ナ デ ， 上 半 に は 指 頭 庄 痕 が 顕 著 。

F ig ．1 7－3 1 ク ク

－ チ ャ ー トの 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く含 む 。 桃 褐 色 。 外 面 煤 け る 。

円 盤 状 の 底 部 。

F ig ．1 7－3 2 ク ク

－
チ ャ ー ト， 長 石 の 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く含 む 。 黄 褐 色 。

3 ．6

底 部 は わ ず か に 上 げ 底 状 。

F ig ．1 7－3 3 ク 棄

1 6 ．2 チ ャ ー トの 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く含 む 。 茶 色 。 内 ・外 面 煤

口 縁 部 は 上 ・下 に 少 し拡 張 し， 2 条 の 凹 線 を 巡 ら せ る 。 内 ・外 面 横 ナ デ 。 け る 。

F ig ．1 7－3 4 ク ク

1 4 ．0 チ ャ ー ト， 長 石 の 細 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 橙 色 。

（3 ．6） 口 縁 は 丸 味 を 帯 び て 外 反 。 口 唇 は や や 肥 厚 し ， 幅 広 い 面 を な す 。 内 面 横 位

の パ ケ 。

F ig ．1 7－3 5 一ケ ク

1 4 ．4 石 英 ， 長 石 の 租 ・細 粒 砂 を 多 く含 む 。 濃 茶 色 。 外 面 煤 け る 。

（4 ．7 ） 口 唇 は 幅 広 い 面 。 外 面 縦 方 向 ， 口 縁 部 内 面 横 方 向 の パ ケ 。 木 理 の 粗 い 原 体 。

口 唇 に も横 パ ケ 。

F ig ．1 7－3 6 ク ノク

1 5 ．6

（5 ．3 ）

チ ャ ー ト， 長 石 の 租 ・細 粒 砂 を 多 く含 む 。 桃 茶 色 。 ク

F ig ．1 7－3 7 〃 ク

－
チ ャ ー トの 小 礫 ， 細 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 淡 茶 色 。 ク

－
断 面 及 び 内 面 に 粘 土 接 合 部 を 認 め る 。 幅 は 約 3 c m 。

内 面 に 指 頭 庄 痕 顕 著 。

F ig ．1 7－3 8 ク ク

1 4 ．8

1 6 ．5

チ ャ ー ト， 長 石 ， 結 晶 片 岩 の 小 礫 ， 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 灰 茶 色 。 ク
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遺物観察表（土器）

挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

口 径

慧 曇 窪 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig ．1 7－3 9 S K 3 2 嚢

2 0 ．0 長 石 ， チ ャ ー トの 細 ・租 粒 砂 を 多 く 含 む 。 明 赤 褐 色 。

（5 ．0） 内 外 面 の 調 整 不 明 。

F ig ．1 7－4 0 ク ク

1 6 ．0 チ ャ ー トの 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く 含 む 。 橙 色 。 外 面 煤 け る 。

（1 0 ．6） 内 面 に 指 頭 庄 痕 を 多 く残 す 。 断 面 に 1 ．5 c m 前 後 の 単 位 で 接 合 痕 。 外 面 被 熱

1 5 ．2 赤 変 し ， 剥 離 。

F ig ．1 8 －4 1 ク ク

1 5 ．6 石 英 ， 長 石 の 租 ・細 粒 砂 を 多 く 含 む 。 茶 黄 色 。

（8 ．1 ） 外 面 頚 部 及 び 胴 部 上 半 は 右 下 が り を 基 調 と す る パ ケ ， 胴 中 位 は 横 方 向 の ハ

ケ が 入 る 。 内 面 指 頭 圧 痕 顕 著 。

F ig．1 8 －4 2 ク ノク

1 3 ．5 チ ャ ー ト， 長 石 の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 淡 茶 色 。 外 面 煤 け る 。

－
口 唇 下 端 を 下 方 に つ ま み 出 し て 横 に 強 く ナ デ る 。 内 面 に 3 ．5 c m 幅 の 粘 土 帯

接 合 痕 跡 を 認 む 。

F ig．1 8 －4 3 ク ク

1 1 ．8 長 石 ， チ ャ ー トの 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 赤 茶 色 。 胴 部 外 面 激

（1 4 ．0 ） 口 縁 部 は 丸 み を 帯 び て 外 反 。 口 唇 部 は 面 を な す 。 口 縁 部 内 外 面 横 方 向 ， 胴 し く煤 け る 。

1 2 ．7 部 外 面 木 理 の 粗 い 縦 パ ケ 。

F ig．1 8 －4 4 ク ク

チ ャ ー ト の 小 礫 ， 長 石 の 細 粒 砂 を 含 む 。 灰 茶 色 。 外 面 全 面 煤

け る 。

F ig．1 8 －4 5 ク ク

1 3 ．2 チ ャ ー ト， 長 石 の 細 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 淡 茶 色 。

1 9 ．5

3 ．5

内 外 面 器 表 の 荒 れ が 激 し い 。 胴 部 内 面 下 半 ， 指 頭 に よ る ナ デ 。

F ig ．1 8 －4 6 ク ク

1 3 ．2 チ ャ ー ト， 結 晶 片 岩 の 細 ・租 粒 砂 を 多 く含 む 。 茶 色 。

2 0 ．9 口 唇 は 丸 く お さ め る 。 内 ・外 面 指 頭 が 顕 著 。 内 面 に 接 合 痕 跡 が 認 め ら れ る 。

－
夕 面 縦 パ ケ 。 口 縁 部 の 一 部 に 葉　 寸 ’。 夕 面 パ ケ 調 整 を 施　 か 。 胴 部 中 立以

4 ．0 外 は 残 り が 悪 い 。

F ig ．1 8 －4 7 ク ク

1 3 ．7 チ ャ ー ト， 長 石 ， 砂 岩 の 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く含 む 。 灰 褐 色 。 外 面 全 面 煤

2 2 ．8 口 縁 部 内 面 わ ず か に 右 上 が り の 横 パ ケ 。 胴 部 外 面 縦 パ ケ 。 け る 。 胴 部

1 7 ．5

4 ．0

内 面 に 粘 土 帯 接 合 痕 跡 を 認 む 。 中 位 以 下 剥

離 。

F ig ．1 8 －4 8 ク ク

1 5 ．5 長 石 ， 結 晶 片 岩 ， チ ャ ー ト の 小 礫 ， 租 粒 砂 を 含 む 。 茶 色 。

2 1 ．5 極 め て 粗 雑 な つ く り 。 頚 部 ， 胴 部 外 面 上 半 に 縦 方 向 の パ ケ 。

1 8 ．5

4 ．5

内 面 は パ ケ 状 原 体 の ナ デ の 上 を 指 頭 で ナ デ る 。

F ig ．1 8 －4 9 ク ク

1 6 ．4 長 石 ， チ ャ ー ト の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 桃 褐 色 。

（1 8 ．0 ） 内 面 指 頭 に よ る ナ デ が 顕 著 。 口 唇 は 面 を な し強 い 横 ナ デ ， わ ず か に 下 方 に

1 6 ．2 つ ま み 出 す 。 外 面 全 面 煤 け ， 被 熱 赤 変 。

F ig ．1 8 －5 0 ク ク

1 8 ．0 長 石 ， チ ャ ー ト の 粗 粒 砂 を 含 む 。 橙 色 。 外 面 全 面 煤

2 7 ．1 内 面 へ ラ 削 り ＋ 指 頭 に よ る 強 い ナ デ 。 外 面 細 い 原 体 に よ る 縦 パ ケ を 基 調 と け る 。

2 0 ．8

4 ．0

し ， 下 位 に 縦 へ ラ ミ ガ キ 。 外 面 被 熱 赤 変 。

F ig ．1 8－5 1 〃 ク

1 3 ．8 結 晶 片 岩 ， 長 石 ， 石 英 の 細 ・租 粒 砂 を 含 む 。 明 赤 褐 色 。 外 面 煤 け る 。

（1 2 ．9）

1 7 ．8

胴 部 外 面 及 び 内 面 の 中 位 以 下 縦 パ ケ 調 整 。 内 外 器 表 の 剥 離 が 激 し い 。

F ig ．1 8－5 2 ク 鉢

1 1 ．1 チ ャ ー ト， 長 石 の 小 礫 ， 租 ・細 粒 砂 を 含 む 。 上 胴 部 に 最 大 径 を 有 す 。 外 面

1 1 ．3 口 縁 下 に 木 理 の 粗 い パ ケ 。 内 面 最 大 径 付 近 に 横 方 向 の 強 い ナ デ 。 内 面 下 位

4 ．4

に 指 頭 に よ る ナ デ 。

F ig．1 8 －5 3 ク 棄
－

結 晶 片 岩 ， チ ャ ー トの 小 礫 を 含 む 。 に ぷ い 橙 色 。

わ ず か に 上 げ 底 状 。 外 面 縦 パ ケ 十 縦 ミ ガ キ 。

F ig．1 8 －5 4 ク ノク
－

チ ャ ー トの 小 礫 を 含 む 。 外 面 パ ケ 調 整 。 内 面 指 ナ デ 十 へ ラ ナ デ 。 外 面 被 熱 外 面 煤 け る 。

3 ．3

赤 色 。

F ig．1 8 －5 5 ク ク

－
チ ャ ー ト， 結 晶 片 岩 ， 長 石 の 小 礫 ， 租 粒 砂 を 多 く 含 む 。 橙 色 。

－
底 部 部 分 的 に ミ ガ キ か 。 わ ず か に 上 げ 底 状 の 底 部 。 外 面 は ナ デ ま た は へ ラ

6 ．8

ミ ガ キ 。
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遺物観察表（土器）

挿 図 番 号 出 土 地 点 器　 種

口径

三 二 享 特　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig．19 －56 S K 32 雇
瓦

－ チ ャー ト， 長 石 ， 結 晶 片 岩 を含 む 。 明 褐色 。 外 面 激 し く

－ 内 面 に指 頭 庄 痕 顕 著 。 内 面 ， 断 面 に 粘 土 の接 合痕 を 認 め る 。 煤 け る。

13 ．8

4 ．5

2 － 3 cm 幅 の 内 傾 接 合 。

F ig．19 －57 ク 士宝E
－ 結 晶 片 岩 の 小 礫 ， 長 石 の 租 粒 砂 を含 む 。橙 色 。

2 ．3

内 面 指 ナ デ 。 外 面 ナ デ 調 整 。

F ig．19 －5 8 ク 鉢
10 ．8 チ ャー トの 小 礫 ， 租 ・細 粒 砂 を含 む 。 橙 色 。

6 ．15 底 部 付 近 に異 姓 。 外 面 の 調 整 は ほ とん ど観 察 不 能 な る もパ ケ か 。 太 い上 げ

3 ．8

底 の底 部 。 底 部 脇 に指 頭 庄 痕 顕 著 。

F ig．19 細5 9 ク ミニ チ ュ

ア鉢

6 ．0 チ ャ ー ト， 長 石 の 細 ・租 粒 砂 を多 く含 む 。 灰 色 。

3 ．9

2 ．2

内外 面 指 頭 圧 痕 顕 著 。 高 台 状 の 底 部 。

F ig．19 －60 ク 雇
瓦

－ チ ャ ー トの 小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む 。 に ぷ い 橙 色 。 内底 煤 け る。

上 げ底 状 の 底 部 。 外 方 に張 り出 す 。 底 部 脇 に指 頭 圧 痕 顕 著 。

F ig．19 －6 1 ク 高 杯
－ チ ャー ト， 長 石 ， 石 英 の 小 礫 ， 細 ・租 粒砂 を含 む 。 淡茶 色 。

脚 部 はハ 字 状 に開 く。 充 填 法 に よ り， 調 整観 察不 可 。

F ig．19 －62 〃 ク
－ 石 英 の 細 ・租粒 砂 を含 む 。 に ぷ い橙 色 。

（4 ．3） 脚 外 面 に縦 パ ケ 。

F ig．19－63 ノク 鉢
10 ．3 5 石 英 ， 長 石 の 細 ・租粒 砂 を 多 く含 む 。橙 色 。

7 ．6 内 ・外 面 縦 パ ケ 。 底 部脇 に指 頭 庄痕 顕著 。弱 い波 状 口縁 を なす 。 下 胴 部 に

3 ．1

異 姓 あ り。

F ig．19 －64 ク 高 杯

2 2 ．0 チ ャー トの 小 礫 ， 細 ・粗粒 砂 を多 く含 む 。桃 茶 色 。

外 面 は 木 理 の 粗 い パ ケ 調 整 。 口 唇 は しっ か り した面 。

F ig．19 －6 5 ク ク

19 ．0 チ ャー ト， 雲 母 ， 長 石 の 租粒 砂 を 多 く含 む 。淡 茶 色 。

口縁 外 面 立 上 が り付 近 に突 帯 状 の段 。 内 ・外 面 ナ デ 。

F ig．19 －6 6 ク ク

24 ．0 長 石 ， チ ャー トの 小 礫 少 量 ， 同 租 ・細粒 砂 を 多 く含 む。 に ぷ い橙 色 。

（5 ．7 ） 外 面 屈 曲部 上 に にぷ い 凹 状 ライ ンが 走 る 。

内 外 面 へ ラ ミ ガ キ を施 す も， 内 面 は 特 に 丁寧 。

F ig．19 －67 ク ク

26 ．4 石 英 ， チ ャー トの 小 礫 ， 畑 ・租 粒 砂 を多 く含 む 。茶 色 。

7 ．5 大 き さ に比 して 器 壁 が うす い 。 口 縁 は 明 瞭 な稜 線 を もっ て立 ち上 が り， 大

（杯 部 ）－ き く外 反 。 充 実 の 可 能 性 あ り。 内 面 の 調 整 は不 明 。外 面 脚 部 付 近 はパ ケ調

－ 整 の み 。 そ れ 以 外 は 横 方 向 の ヘ ラ ミガ キ 。 口縁 外 面 は ナ デ ＋ ミガ キか 。

F ig．19 －68 ク ク

28 ．4 チ ャー ト， 結 晶 片 岩 ， 長 石 の 租 ・細 粒 砂 を 多 く含 む 。桃 茶 色 。
（6 ．5 ） 断 面 灰 色 。 杯 部 は丸 味 を帯 び て 立 ち 上 が り，弱 い段 部 が 生 ず 。 杯 部 外 面 中

－ 位 以 下 に丁 寧 なヘ ラ ミガ キ 。 口 縁 部 外 面縦 パ ケ 。 内面 は荒 れが 激 し く， 観

－ 察 不 可 。

F ig．20 －6 9 S K 33 嚢
－ チ ャー ト， 石 英 ， 結 晶 片 岩 の 小 礫 ，租 粒 砂 を 多 く含 む。 橙 色 。

（15 ．0 ）

16 ．8

外 面 水 平 方 向 の 叩 き。 胴 部 内 面 下 位 に右 下 が りのパ ケ。 外 面 被 熱 赤 変 。

F ig．2ト 70 F l 集 中 ク

14 ．2 チ ャー ト， 結 晶 片 岩 の 租 ・細 粒 砂 を多 く含 む 。桃 灰 一灰 褐 色 。

2 3 ．2 胎 土 ・色 調 共 に N o ．3 9 に酷 似 。 叩 き成 形 。 胴 部 は水 平 方 向 ， 口 縁 部 は 左 下

19 ．0 が り。 胴 部 外 面 中 位 以 下 に縦 パ ケ 。 内 面 も基 本 的 に は縦 パ ケ。 口縁 部 内面

－ は右 下 が りの パ ケ。

F ig．2ト 7 1 ク ク

11 ．4 結 晶 片 岩 ， 石 英 ， チ ャー トの 租 ・細 粒 砂 を 含 む 。灰 褐 色 。 外 面 全 面 煤

2 4 ．7 叩 き成 形 。 外 面 下 半 縦 パ ケ 。 内 面 底 部付 近 もパ ケ 。 口縁 部 内面 右 下 が りの け る。

パ ケ （目の 粗 い 原 体 ）。 口緑 叩 き出 し。 上 胴 部 断 面 に接 合 痕 あ り。 丸 底 。

F ig．2ト 7 2 F 2 集 中 ク

15 ．0 チ ャー ト， 長 石 ， 石 英 の 細 ・租 粒 砂 を多 く含 む 。桃 茶 色 。

5 ．3 叩 き成 形 。 口縁 部 叩 き出 し。
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遺物観察表（土器）

挿 図番 号 出土 地 点 器　 種

口径

慧 曇 窪 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig．2 二ト7 3 F 2集 中 窯
－

チ ャ ー ト，長 石 の細 ・租 粒 砂 を多 く含 む。 橙 色 。　　　　　　　　 ／

2 0 ．2 胴部 下 半右 下 が り， 中位 よ り上 は水 平 方 向 の叩 き成 形 。 内 面 は指 頭 に よ る

1 7 ．3 ナ デ調 整 。丸 底 。一 部 煤 け ，被 熱 変 色 。

F ig ．24 －75 SK 2 3

口 の お 1 3 ．0 胎 土 は 黄灰 白色 で や や租 。粕 は透 明度 の あ る うす 緑 ， 貫 入 あ り。 外 面 の ほ 内 底 煤 け る。

ろ し皿 3 ．0 5 ぼ全 面 に施 粕 。 内面 露胎 。 口縁 端 を 内側 につ ま み 出 し， 横 ナ デ。 口唇 は面

灯 明 皿 －－．．・．・－．．・．．・ を な す 。外 面 は ロ ク ロ 目顕 著 。底 部 糸 切 り。 外 底 に 2 ヶ所 胎 土 日 あ り。 内

に転 用 ） 6 ．0 底 は粗 い タ ッチ で格 子 に 目を入 れ る 。瀬 戸 焼 。

F ig ．24 －76 SK 1 2 皿

1 1 ．8 胎 土 は や や粗 く，粕 は くす ん だ緑 色 （オ リ ー ブ色 ）。

（2 ．1 5） 外 面 下 半 の 露 胎部 は 茶灰 色 。唐 津 焼 。

F ig ．2 5－77 P 5 白磁 碗
－ 胎 土 は 灰 白色 で や や 粗 い 。粕 は 白 濁色 。

白磁 。

F ig ．2 5 －78 P 2 5 碗
－ 内 外 画 共 ， 白濁 色 の 粕 が か か る が ， 畳付 け の み 露胎 して お り，胎 土 日が 少

－ 量 み られ る。 見 込 み 部 は 円 錐 形 を呈 す る 。胎 土 は密 ・堅撤 。染 付 の呉 須 は

3 ．8

うす 青 で 高 台 部 の 文 字 は にぶ 青 。 中 国 の 宣徳 年 製 を ま ね た もの か 。

F ig．25 －79 P 2 4 ク
－

胎 土 は 白色 堅 赦 。 粕 は 白濁 色 ， 全 面 貫 入 。

－
断 面 逆 台 形 の 高 台 が や や 長 くの び る 。 高 台 外 面 に まで 施粕 。畳 付 け に胎 土

目付 着 。 下 胴 部 外 面 に界 線 ， そ の 上 に波 状 文 。 近 世 の 染付 。

F ig．25 －8 0 P ll 瀬 戸 天 日
12 ．0 胎 土 は黄 白色 で や や 粗 い 。 内 外 面 に黒 褐 色 の 粕 が か か る 。 断 面 は灰 白色 。

（6 ．5 ） 外 面 下 位 の露 胎 部 も黄 白色 。 横 方 向 の 削 り。

F ig ．2 5－8 1 P 21 土 鍋
46 ．0 石 英 ，長 石 の細 ・租 粒 砂 を多 く含 む。 内外 面 茶 色 。 外 面 激 し く

（5 ．5） 内面 は丁 寧 な横 パ ケ。 外 面 は粗 い ナ デ。 煤 け る 。

F ig ．2 6－8 3 包 含 層 探 鉢
－

長 石 ，石 英 を含 む 。 内面 黒 色 。 外 面 淡 茶 色 。

－ 口唇 面 取 り。 口縁 下 7 － 8 mm の位 置 に断 面 三 角 形 の刻 目突 帯 貼 付 後 ， 上 下

（Ⅳ層 ） を 強 く横 ナ デ 。 内面 は横 方 向 の粗 い擦 痕 ＋横 へ ラ ミガ キ。 晩 期 深 鉢 。

F ig ．2 6－8 4 ク
（I ・Ⅱ層 ）

－＝土ニ・互E

2 2 ．2 チ ャー トの小 礫 ，細 ・租 粒 砂 を含 む。 内面 浅 黄 色 ， 外 面 にぷ い 黄 橙 色 。 口 外 面 煤 け る 。

′‾（4 ．7） 縁 部 外 面 に 幅 1 ．5 cm の 粘 土 帯 を貼 付 ， 口唇 下 端 に 刻 。 粘 土 帯 は指 頭 で押 圧 。

頚 部 に櫛 措 文 。頸 部 外 画 に縦 方 向 のパ ケ。 内面 ナ デ， パ ケ 十櫛 。

F ig ．2 6－8 5 包 含 層 鉢

9 ．4 チ ャー トの小 礫 を 多 く含 む 。 に ぷ い黄 橙 色 。

5 ．3

4 ．8

内外 面器 表 の剥 離 が激 しい 。

F ig ．2 6－86 ク 棄

1 7 ．5 石 英 ， チ ャー トの砂 粒 を 多 く含 む。 橙 色 。

外 面 わ ず か に パ ケ調 整 を と どめ る 。 口縁 は丸 く外 反 し， 口唇 は面 を なす 。

F ig ．2 6－87 ク ＝土ご雲亘
－ チ ャー トの 小礫 ， 租粒 砂 を 多 く含 む 。 に ぷ い橙 色 。 外 面 は煤 け

5 ．4

外 面 木 理 の 粗 い パ ケ調 整 。 か ， 黒 色 顔

料 塗 付 か 。

F ig．26 －88 ク
（Ⅱ層 ）

高 杯
－

長 石 ， 石 英 ， チ ャー ト， 結 晶 片 岩 の 小礫 ，細 ・租 粒 砂 を多 く含 む。

調 整 不 明 。

F ig．26 －8 9 ク 鉢
－

長 石 の 租 ・細 粒 砂 を多 く含 む 。 にぷ い 橙 色 。

2 ．3

内 面 は ナ デ調 整 を施 して い るが 摩 耗 。 わ ず か に 上 げ 底状 の 底部 。

F ig．26 －9 0 ク 青磁 碗
－ 胎 土 は灰 色 で や や 粗 く， 粕 は緑 濁 色 。

（2 ．6 ）

（5 ．0 ）

高 台 内面 まで 施 粕 。 畳 付 け は丸 くお さめ る。 露 胎 部 （外 底 ） は灰 褐 色 。

F ig ．26 －9 1 ク
（Ⅱ層 ）

土 鍋
－ 石 英 ， 長 石 の租 粒 砂 を多 く含 む。 黄 茶 色 。 外 面 激 し く

口縁 は 内面 に稜 を有 して外 反 ， 外 側 が わ ず か に肥 厚 す る。 煤 け る 。
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遺物観察表（土器）

挿 図 番 号 出土 地 点 器　 種

口径

票 曇 窪 特　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

F ig ．2 6－92 包 含 層

（I 層 ）

鍋 の 脚
－ 石 英 ，長 石 ，雲 母 の細 ・租 粒 砂 を多 く含 む。 明 赤 褐 色 。

（3 ．7 ） 径 2 ．7 － 2 ．4cm 。

F ig ．2 6－9 3 〃
（Ⅳ層 ）

鉢
9 ．8 チ ャー ト，長 石 ， 結 晶片 岩 ， 石 英 の小 礫 ， 租 粒 砂 を多 く含 む 。 にぷ い 黄 橙

3 ．1 色 。

2 ．7

外 面 ナ デ 。弥 生 終 末 一古 墳 初 。

F ig ．26 －9 4 ク ノク

10 ．2 石 英 ， チ ャ ー ト， 結 晶 片 岩 の小 礫 ， 細 ・租 粒 砂 を含 む。 灰 白色 。

2 ．7 充 填 粘 土 板 の剥 離 した も の。

F ig．26 －9 5 ク
（Ⅱ層 ）

内 黒 塊
－ 精 選 さ れ た胎 土 。 雲 母 粒 子 を認 む。 外 面 にぷ い 橙 色 。

（2 ．0 ） しっ か り した高 台 をや や 外 向 き に は りつ け ， 端 部 は 内 側 に肥 厚 。 内 面 を強

7 ．0
く横 ナ デ。 休 部 内 外 面 へ ラ ミ ガ キ ＋内 面 炭 素 吸 着 。

F ig．26 －9 6 ク 無 頸 壷
2 ．4

2 ．8

4 ．8

2 ．8

胎 土 は ほ と ん ど砂 粒 を含 ま ない 。 内 外 面 と も 自然粕 が か か る 。

F ig．26 －97 包 含 層 J不

15 ．8 精 選 され た胎 土 。 黄 褐 色 。 ロ ク ロ成 形 。

3 ．9

4 ．9

口縁 端 部 をわ ず か につ まみ 上 げ る 。 底 部 へ ラ切 り。 内外 両横 ナ デ 。

F ig ．2 6 －98 ノシ
（Ⅳ 層 ）

塊
－ チ ャー トの 租 粒砂 をわ ず か に含 む 。淡 黄 橙 色 。

6 ．0

高 台 は ハ 字 状 。 内外 面調 整 の観 察 不 可 。
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遺物観察表（石器）

挿 図番 号 出土 地 点 器　 種

長 軸

器 量 誓。。， 石　 材 特　　　　　　　　 徴 備　 考

F ig ．7 －2 S T l 石 錘

9 ．3

7 ．9

2 ．8

24 8

結 晶 片 岩 扁平 な 河 原石 の両 端 を打 ち 欠 い て い る。

F ig ．7 －3 ク 叩 石

17 ．7

5 ．1

3 ．2

5 55

緑 色 片 岩 棒 状 を呈 し， 一 方 の 端 部 に 顕 著 な使 用痕 が認 め られ る 。

F ig．13 －23 S K ll 石 包 丁

6 ．2

3 ．4

0 ．8

13 ．6

サ ヌ カ イ ト ス ク レ イパ ーの 可 能 性 もあ る 。 両 面 か ら刃 部 を造 り出 す 。

F ig．13 －24 〃 ク

10 ．1

4 ．9

1 ．0

86 ．1

紅 簾 片 岩 均 正 の長 方 形 を呈 し， 四側 縁 す べ て に調 整 痕 が 認 め られ る 。

F ig ．22 －7 4 SK 2 0 石 鉄

2 ．4

1 ．5

0 ．4

1 ．0

サ ヌ カ イ ト 凹基 式 で基 部 の一 端 を欠 く。

F ig ．2 7－99 包 含 層 石 包 丁

8 ．1

4 ．2

0 ．7

33 ．0

結 晶片 岩 長 方 形 を 呈 し， 四側 縁 に調 整 が認 め られ る。

F ig．27 －10 0 ク
（Ⅴ層 ）

ク

9 ．1

4 ．8

0 ．6

49

緑 簾片 岩 ク

F ig．27 －1 01 包 含 層 ク

5 ．4

4 ．5

0 ．5

2 1 ．9

結 晶 片 岩 長 方 形 を呈 す るが ， 短 側 縁 が わ ず か に凹 状 を呈 す 。 一 部 欠損 。

F ig ．27 －1 02 ク ク

6 ．9

3 ．7

0 ．7

34 ．0

紅 簾 片 岩 略 長 方 形 で短 側 縁 に挟 り， 四側 縁 共 に調 整 痕 あ り。

F ig ．27 －103 ク
（Ⅳ層 ）

ク

6 ．9

4 ．3

0 ．9

3 6 ．0

結 晶 片 岩 ク

F ig ．27 －104 包 含 層 石 錘

14 ．0

7 ．3

1 ．8

26 4

緑 色 片 岩 河 原石 の剥 片 を利 用 して， 長 側 縁 の 中央 部 を打 ち欠 く。
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試掘調査（西から）

同上（南から）
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東区北壁セクション



東区西壁（N－S）セクション



SKlセクション
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SKl完掘状況



SK4完掘状況
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SK5半裁状況

SK9完掘状況
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SK11完掘状況（南から）

同上（東から）
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SK11セクション



SK17完掘状況

SK18半裁セクション
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STl完掘状況

ST2完掘状況
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SK32遺物出土状況（上層）

同上（中層）
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SK32遺物出土状況（中層）

SK32完掘状況
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SK33検出状況

P13半裁状況
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